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【1】トピックス 

 

■【北海道シェイクアウト(9月１日(金))参加者募集中です！】 

■今年は関東大震災（1923 年）から 100年の節目です！ 

■【札幌管区気象台】令和５年度北海道防災気象講演会の開催について 

■【防災推進国民大会 2023 実行委員会】ぼうさいこくたい 2023の開催について 

■ 各種メディア・SNSを用いた情報発信について 

 

■【北海道シェイクアウト(9 月１日(金))参加者募集中です！】 

 

道では例年、「災害時には自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本を理解し防災意識の向上につなげ

ることを目的に、一般参加型の防災訓練「北海道シェイクアウト」を実施しており、昨年度は、自治体や企業、

地域住民の皆様など、道内で約 12万人の多くの方々にご参加いただきました。 

12 回目の実施となる本年度においても、以下のとおり防災の日に実施が予定されておりますので、この機会

にぜひ参加をお願いします。 

 

また、基本行動により身の安全を確認したあとに、引き続き「プラスワン訓練」を実施することで、訓練の

効果がより一層高まることが期待できますので、可能な限り実施していただくようお願いします。 

（道では、プラスワン訓練として、全職員を対象に「地震・津波災害に備えるためのセルフチェックシート」

を実施し、職員一人一人の防災意識の向上に取り組むこととしています。） 

 

１ 訓練概要 

（１）訓練日時 

   令和５年（2023 年）９月１日（金）10時 00分（予定） 

（２）訓練内容 

   ①シェイクアウトの基本行動（安全行動の１－２－３）［参加者全員が行う］ 

   訓練の開始時刻になったら、各人がその場所で１分間、次の行動を行ってください。 

   １ Drop（まず低く） → ２ Cover（頭を守り） → ３ Hold on（動かない） 

②プラスワン訓練［基本行動に引き続き、参加者が任意に行う］ 

内容等について、特に決まりはありません。 

行動を伴う訓練に限らず「まさか」に備えた確認や防災について考えるなどでも可ですので、地域や企

業・個人の実情等に応じて、できる範囲での実施をご検討ください。 

例）・「地震の揺れがおさまったらすぐ逃げる」という避難行動の実践や確認 

・各地域のハザードマップ等により避難場所や避難経路、危険箇所等の情報の確認 



・災害時における非常持ち出し品の確認、周囲の方や家族等で防災について話し合う 

・津波を想定した避難訓練の実施（津波の襲来が想定される沿岸市町村等） 

（３）その他 

詳細は、別添「令和５年度北海道シェイクアウト参加者募集パンフレット」をご覧ください。 

 

２ 参加申し込み 

   下記の URLにアクセスし、「お申込みフォーム」からご登録ください。 

    http://www.shakeout.jp/event/hokkaido/contacts.shtml 

募集期限：８月 31 日（木）まで 

 

３ 「北海道シェイクアウト 2023地震防災訓練アプリ」について 

地震防災訓練アプリは、地震発生を想定した防災訓練で利用可能なアプリです。 

Web サイト（http://www.shakeout.jp/event/hokkaido/）掲載の QR コードよりダウンロードしてくださ

い。 

 

シェイクアウトって何？ ＊ 

シェイクアウトとは、2008 年に米国カリフォルニア州で始まった、地震を想定して参加者が一斉に行

動するという新しい形の訓練です。道では、2012年から実施しており、昨年度は、約 12 万人の多くの方々

に参加いただきました。今年も、防災の日＊の「9月 1 日」に実施しますので、この機会に「災害時には

自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本をご理解いただき、「まさか」の災害時に備えましょう。  

＊～防災の日は、関東大震災が発生した 1923 年 9月 1 日にちなんで制定されました。 

 

   ぜひ北海道シェイクアウトにご参加ください。 

 

■今年は関東大震災（1923 年）から 100年の節目です！ 

 

 今年は、1923 年（大正 12 年）に発生した関東大震災から 100 年であるとともに、北海道においても

1993年（平成 5年）に発生した南西沖地震から 30年、2003年（平成 15年）に発生した十勝沖地震から

20 年、2018年（平成 30年）に発生した胆振東部地震から 5年のそれぞれ節目に当たります。 

 

 国（内閣府）では、関東大震災から 100年という節目を契機に、それぞれの立場で、また、それぞれの

地域で、防災について考え、災害に備える機会としていただくことを目的に、特設ページを開設してお

り、これらの情報に触れることによって、関東大震災の記憶・教訓を継承し、一人ひとりの防災意識の向

上を期待しています。 

皆様も、ぜひ一度ご覧ください。 

 

【関東大震災 100年」特設ページ】 

https://www.bousai.go.jp/kantou100/index.html 

 

 

 

https://www.bousai.go.jp/kantou100/index.html


■【札幌管区気象台】令和５年度北海道防災気象講演会の開催について 

 

令和５年度北海道防災気象講演会「北海道における津波防災の現在・過去・未来－北海道南西沖地震か

ら 30年、十勝沖地震から 20年－」が札幌管区気象台の主催により令和５年 10月１日（日）に開催され

ます。 

対面形式のほか、Zoom ウェビナーによるオンライン配信でも視聴することができますので、ぜひ多く

の方のご参加をお願いします。 

なお、参加を希望する場合は、申し込みフォームよりお申し込みをお願いします。 

 

○日  時：令和 5年 10月 1日（日）14時 00分から 16時 30分まで 

○開催場所：【対面（会場）形式】 

北海道大学学術交流会館 講堂（札幌市北区北 8条西 5丁目） 

      【Web形式】 

Zoomウェビナーによるオンライン配信 

○定  員：会場 200名、オンライン 300名（参加無料、事前申し込み制） 

○プログラム 

 14時 00分～ 開会挨拶 札幌管区気象台長 室井ちあし 

 14時 05分～ 講演 

  ・「北海道周辺の地震津波リスクについて」 

   北海道大学大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授 髙橋 浩晃 

  ・「気象庁の津波警報等について」 

   札幌管区気象台気象防災部地震情報官 阿南 恒明 

 14時 45分～ 津波紙芝居 

  ・「あの坂へいそげ」 

   命を守る大切さを語りつなぐ代表 三浦 浩 

 15時 10分～ パネルディスカッション 

  ・「津波から命を守る －北海道の津波防災とは－」 

   コーディネーター 

    北海道大学大学院理学研究院附属地震火山研究観測センター教授 髙橋 浩晃 

   パネリスト 

    札幌管区気象台気象防災部地震情報官 阿南 恒明 

    命を守る大切さを語りつなぐ代表 三浦 浩 

    NHK札幌放送局メディアセンター長 菅井 賢治 

    蘭越町防災監 泉 政秀 

    日本赤十字北海道看護大学災害対策教育センター教授 根本 昌宏 

 16時 30分  閉会 

○主  催：札幌管区気象台 

○後  援：北海道開発局、北海道、蘭越町、北海道大学大学院理学研究院附属地震火山研究観測セ   

      ンター、日本赤十字北海道看護大学災害対策教育センター、NHK札幌放送局、 

      （一社）日本損害保険協会北海道支部、地球ウォッチャーズ－気象友の会－ 

  



○参加申込 

 次の URLから申し込みフォームにアクセスしてお申し込みください。 

（申込期限：令和 5年 9月 22日（金）） 

https://forms.gle/SJDhMgHJ3pnMNfQa8 

 

【令和 5年度北海道防災気象講演会ホームページ】 

 https://www.data.jma.go.jp/sapporo/event/kouenkai2023.html 

 

■【防災推進国民大会 2023 実行委員会】ぼうさいこくたい 2023の開催について 

 

 ９月 17日（土）、18日（日）の 2日間、横浜国立大学（神奈川県横浜市）において、「防災推進国民大

会（ぼうさいこくたい）2023」が開催されます。 

 

この大会は、「自助・共助」、「多様な主体の連携」及び「地域における防災力の向上」を促進するため、 

国民の防災意識の向上、災害に関する知識や経験等の共有、防災に取り組む方々の連携構築を図ること

を目的に開催しており、今年で８回目となります。 

 

今年は、「次の 100年への備え ～過去に学び、次世代へつなぐ～」をテーマに、関東大震災の震源地で

ある神奈川県で開催され、主催者から、多くの方に大震災のことを振り返っていただくとともに、災害へ

の「備え」と「助け合い」の大切さを次世代につないでいくきっかけを提供したいとのメッセージが発せ

られています。 

 

内容は、防災に関するセッションやワークショップ、プレゼンテーションのほか、屋外展示、ポスター

セッションなど多彩で、毎年多くの団体・機関が出展し、取組・知見を発信・共有する日本最大級の防災

イベントとなっており、現地参加とオンライン参加を組み合わせたハイブリッド形式で開催され、入場

料は無料となっています。 

関心のある方は、ぜひご参加ください。 

 

○日  時：令和 5年９月 17日（土）、18日（日）の 2日間 

○開催場所：横浜国立大学（神奈川県横浜市） 

※オンライン配信あり 

○内  容：詳細については、「ぼうさいこくたい 2023」のホームページをご覧ください。 

https://bosai-kokutai.jp/2023/ 

 

■ 各種メディア・SNSを用いた情報発信について 

 

  危機対策課では、各種メディア・SNSにて、防災に関する情報を発信していますので、ご覧ください。 

ぜひフォローやチャンネル登録、いいね！をお願いします！ 

 

危機対策課のホームページ 

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/saigai-bousai.html 

https://forms.gle/SJDhMgHJ3pnMNfQa8
https://www.data.jma.go.jp/sapporo/event/kouenkai2023.html
https://bosai-kokutai.jp/2023/
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/saigai-bousai.html


● ポータルサイト「ほっかいどうの防災教育」 

  http://kyouiku.bousai-hokkaido.jp 

● YouTube「北海道総務部危機対策局危機対策課チャンネル」 

  http://www.youtube.com/channel/UCH8en7nPSfnsNJ1FyOK0lqg 

● フェイスブック「ほっかいどうの防災教育」 

  https://www.facebook.com/hokkaido.bousaikyouiku 

● Twitter「北海道防災情報」 

  http://mobile.twitter.com/hokkaido_bosai2 

  

===================================== 

発行：ほっかいどう防災教育協働ネットワーク事務局 

（北海道総務部危機対策局危機対策課） 

・最新情報発信中！フェイスブック「ほっかいどうの防災教育」 

 https://www.facebook.com/hokkaido.bousaikyouiku 

・ポータルサイト「ほっかいどうの防災教育」 

 http://kyouiku.bousai-hokkaido.jp 
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